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A. 研究目的 

 平成 11（1999）年に感染症法が施行されて以来，

我が国で一類感染症患者の発生報告はない．しか

し，欧米では少なくともこの間に 14 例のウイルス

性出血熱（以下，VHF とする）の発生が報告され

ている．いずれも常在地で罹患した渡航者の症例

で，我が国においても一類感染症の発生状況とし

て最も可能性が高いと考えられる．これまでに厚

生労働省の監修で消毒と滅菌，感染症患者の搬送，

新しい感染症病室の施設計画に関するガイドライ

ンが刊行されているが，医療機関における診断・

治療・感染防止などの臨床的対応，および積極的

疫学調査に関する手引きは存在しない．一類感染

症患者（疑い例を含む）を各都道府県の第一種感

染症指定医療機関で診療するという現行の体制下

で各地域に専門家を維持することは困難であり，

患者発生時やそれに備える際に現場で参照できる

手引きや同機関のネットワークの早急な整備が必

要である．また，国の感染症予防指針では，第一

種感染症指定医療機関の医療関係者を対象とした

研修会の充実がうたわれており，新たにこれらの

プログラムを開発することも求められている．さ

らに，一類感染症患者の診療において，我が国で

稼働されている高度安全研究施設がないという問

題点についても臨床的側面から検討する必要があ

る． 

 本研究班では，一類感染症（とくに，VHF であ

るエボラ出血熱，マールブルグ病，ラッサ熱，南

米出血熱，クリミア・コンゴ出血熱）の患者が発

生した場合の臨床的対応，および積極的疫学調査

に関して国の専門家レベルでの手引き（第一種感

染症指定医療機関の医療関係者や保健所職員を主

な対象）を初めて作成するとともに，一類感染症

に関する医療関係者向け研修プログラムを開発す

る．さらに，第一種感染症指定医療機関のネット
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ワークを作り，我が国における輸入感染症全般の

医療・公衆衛生体制を強化しようとするところに

特徴がある．研究成果は，VHF に限らず，SARS や

鳥インフルエンザ（H5N1）など致死率の高い感染

症にも応用できる内容になると考えられ，我が国

の感染症対策に資することを目的とする． 

 

B. 研究方法 

診断・治療・曝露後予防・職業感染防止等臨床的

対応の手引き作成  

 研究分担者を中心に国外ガイドラインの参照，

関連論文の検討，国内外関連機関の視察を通じて

臨床的対応の手引きの素案を作成する．一類感染

症として我が国で最も発生する可能性が高いと考

えられる海外旅行者における VHF の発生に重点

を置くが，マラリアなどの輸入感染症や鳥インフ

ルエンザ（H5N1）の診療にも役立つようにする

方針とした．対象は，感染症指定医療機関・救命

救急センターなどの医療従事者、保健所・検疫所

など衛生行政部門の職員とした． 

 項目は，VHF の疫学・病原体・臨床像，海外帰

国者における発熱疾患のリスクアセスメント，検

査診断，治療，院内感染防止策，職業感染対策，

広報，医療従事者のトレーニングとした．法令，

国外ガイドラインなどを関連資料として，収録す

ることとした. また，ワークショップおよび班会議

を開催するなどして外部専門家の意見を反映させ

（Formal Consensus Development），平成25年度

（3年目）にまとめることとした． 
 なお，平成24年度（2年目）に翻訳した英国危険

病原体諮問委員会（ACDP）によるVHFの対応ガイダ

ンス（ハザードグループ4病原体によるウイルス性

出血熱およびそれに類似する重大な感染症の管理）

を研究班による手引きのモデルとした． 

   

積極的疫学調査の手引き作成 

 平成24年度（2年目）までに行った国外機関視察

に加えて、欧米豪のガイドラインを比較検討し，

我が国の実情に合わせた積極的疫学調査に手法に

ついて検討した．また，クライシスコミュニケー

ションについても文献的検討を行った． 

 

教育プログラム開発 

 全国の第一種感染症指定医療機関の医師・看護

師を対象に質問票調査を行い，デルファイ法とい

う多人数合意形成の手法を用いて一類感染症の臨

床的対応において医療現場で必要と考えられてい

る中核能力を定義した． 

 平成 24 年度（2年目）までと同様に，第一種感

染症指定医療機関の医師，看護師を対象にパイロ

ット研修の 3 回目を実施することとした．全国の

第一種感染症指定医療機関 41 施設の院長あてに

案内を送付した．これまでに参加していない医療

機関を優先させることとした．また，講義と実習

のポイントをまとめた動画資料を作成することと

した． 

 

リスクコミュニケーションのマニュアル作成 

 平成 24 年度（2年目）までの文献検討，関係者

の聞き取り調査の結果をまとめて，我が国の実情

に即した手引きを作成することとした． 

 

デング熱迅速検査試薬の臨床性能試験 

 デング熱常在国に滞在後 14 日以内に 38℃以上

の発熱が出現し，国立国際医療研究センター病院

及びがん・感染症センター都立駒込病院，都立墨

東病院を受診した患者を対象とした．患者血液は，

NS-1 抗原，IgM/IgG 抗体を免疫クロマトグラフィ

法で検出する迅速検査試薬（Dengue Duo NS-1 Ag + 

Ab Combo：Standard Diagnostics 社）に使用され，

国立感染症研究所ウイルス第一部において実施さ

れる PCR 法,ELISA 法による IgM 抗体価と比較し，

感度，特異度が算定された． 

（倫理面への配慮）「臨床研究に関する倫理指針」

を遵守し，研究実施機関の倫理審査委員会で承認

を得た．症例登録は書面による同意を患者から取

得した上で行った．連結可能匿名化された患者情

報は研究実施機関で厳重に管理された． 

 

C. 研究結果 

診断・治療・曝露後予防・職業感染防止等臨床的

対応の手引き作成 

 研究分担者による素案を評価するため，平成 25

年 10 月 20 日に国内専門家（第一種感染症指定医

療機関の医療従事者 8名， 保健所 1名，検疫所 2

名）および国外専門家（英国ロイヤルフリー病院

Michael Jacobs 医師）を招聘して班会議を開催し，

意見集約を図った．本文と附録からなる臨床的対

応の手引きを作成した．本文では，海外渡航歴の

ある発熱患者に VHF を疑う場合の 4つのリスク分



類を示し，リスク別に適切な感染防止策を取りな

がら診断を進める手順を提案した．感染防止には，

標準・飛沫・接触予防策でよいものの，エアロゾ

ル発生手技を実施する際の潜在的感染リスクにつ

いて留意するため，電動ファン付き呼吸用防護具

（PAPR）を推奨することとした．附録では，これ

までの法令や通知もまとめた資料集の役割も兼ね

ることとした．冊子に加えて，電子書籍版も作成

し今後の改訂を容易にした． 

  

積極的疫学調査の手引き作成 

 接触者は感染リスクに応じて 3群（患者体液に

接触，患者に接触，患者と接触なし）に分類し，

その管理手順を診療の手引きに反映させた．当初

目指していた保健所職員を対象とした積極的疫学

調査の手引きは作成できなかった．また，クライ

シスコミュニケーションの要点は臨床的対応の手

引きに反映させた． 

 

教育プログラム開発 

 平成25年7月27～28日に第3回一類感染症ワーク

ショップを開催した．第一種感染症指定医療機関1
3施設から26名（医師13名，看護師13名）の参加を

得た. また，ワークショップの内容を要約した動画

教材（2時間）を作成した． 
 

リスクコミュニケーションのマニュアル作成 

 我が国でウイルス性出血熱の患者が発生した場

合のリスクコミュニケーションの手引きを作成し

た．①連携体制の構築②医療機関の受診者とのコ

ミュニケーション③医療従事者へのコミュニケー

ション④メディア対応の項目を設定した． 
 

デング熱迅速検査試薬の臨床性能試験 

 平成 24 年 6月から平成 26 年 3月までに 178 例

が本試験に登録された． 感度・特異度は 90％程

度であり，今後解析を進める予定である． 

 

ウイルス性出血熱アウトブレイク事例への対応 

 平成26年3月に西アフリカ（ギニア，リベリア）

でエボラ出血熱のアウトブレイクが発生した．同

地に渡航歴のある発熱患者の診療手順をまとめた

アルゴリズムを国立国際医療研究センターホーム

ページで公開するなどした． 

 

 

国外専門機関との交流 

 モンゴル政府からのクリミア・コンゴ出血熱に

関連した視察団（平成 25 年 12 月 16〜23 日）を応

接した．平成 24 年度（2年目）に引き続き，韓国

における高度安全感染症病室建設プロジェクトに

関連した助言及び国立国際医療研究センター感染

症棟の視察受け入れに対応した．また，上述した

ように，英国ロイヤルフリー病院の専門家と交流

を深めた． 

 

D. 考察 

 本研究班で作成した VHF に関する診断・治療・

予防等の臨床的対応の手引きは，感染防止策，抗

ウイルス療法，検体搬送，関係機関のコミュニケ

ーション等について，現時点での情報が整理され

たと考えられる．今後内容の周知を関係者に図る

とともに，批判的な意見も取り入れながら改訂を

図っていく必要がある． 

 医療従事者向けの研修会（一類感染症ワークシ

ョップ）は，全国に 41 ある第一種感染症指定医療

機関のうち，3年間で 32 施設（78％）からの参加

を得た．毎回多数の応募があり，ニーズは高いと

考えられた．特に，看護師も対象とした全国規模

の研修会は感染症法施行後初めての機会であり，

国内ネットワーク構築上も有意義と考えられた．

本研究班で作成した動画資料が今後第一種感染症

指定医療機関等で活用されることが期待される．   

 

E. 結論 

 我が国で VHF 患者が発生した際に適切な医療を

提供するため，臨床的対応の手引きを作成したほ

か，第一種感染症指定医療機関の医療関係者の研

修プログラム開発，国内外関連機関との人的ネッ

トワーク構築，デング熱迅速検査試薬の評価など，

国外における VHF アウトブレイクにおける情報」

発信など多面的な活動を行った．国際化時代にお

ける日本国民の健康危機管理のために寄与するも

のと期待される． 

 

F. 健康危険情報 

 平成 26 年 3 月にギニア, リベリアで発生したエ

ボラ出血熱アウトブレイクに関連し，カナダで輸

入疑い例が報告された．実験室診断の結果, エボ

ラ出血熱は否定された. 
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